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レニン・アンジオテンシン系（RAS）は，主に 1 型アンジオテンシン II 受
容体（AT1 受容体）経路を介して内臓脂肪型肥満の病態進展において重要な役
割を担っている．我々の研究グループは， AT1 受容体結合蛋白（ AT1 


































(1)AT1 受容体の下流経路について p38 MAPK 以外の評価はなされたか． 
(2)ATRAP 高発現では，AT1 受容体を内在化することで全ての受容体シグナル
を遮断するのか． 











(4)Cre-loxp システムや Cre 導入プロモーター性能，実験系などに起因したモデ



















(3)ATRAP は食餌性肥満，アンジオテンシン II 刺激，尿管結紮など様々な慢性
の病的刺激でそれぞれ脂肪組織，心臓，腎臓などにおいて発現低下が認められ，
病態増悪の結果であるとともに，一方では，5/6 腎摘モデルの検討において，
C7BL/6 マウスは ATRAP 発現上昇とともに高血圧抵抗性を示し，これと対照的






(2)脂肪組織での ATRAP 発現変化は，蛋白レベルではどの程度か． 







representative data としての呈示のみでありリミテーションである． 






筋での ATRAP 発現変化との影響について検討中であると，回答があった． 
 
以上の内容の審査により，本研究は，審査委員総意のもと，横浜市立大学博
士号を授与するに値するものと認められた． 
